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重要！ 消費税法改正に伴う手数料および使用料改定のお知らせ
岐阜県セラミックス研究所では令和元年10月1日からの消費税法改正に伴い、依頼試験手数料および

無機材料開放試験室設置機器使用料の料金を改正しました。

※改正後の手数料および使用料は以下の通りになりますのでご留意ください。
なお、ご不明な点がございましたら、お問合せまたは当所のホームページをご確認ください。

■ 新しく導入した設備のご紹介
当所では、新しく窒素雰囲気で焼成可能な電気炉を導入いたし

ました。最高（常用）温度1000℃までの焼成が可能です。窒素雰
囲気での焼成テストなどをお考えの際はご相談ください。

メーカー・型番 株式会社モトヤマ・SKM-3050F

炉内寸法 200×200×470

最高・常用温度 1000 ℃
雰囲気 窒素・大気

ヒーター容量 6 kW

主な電気炉の仕様
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■ 「研究成果発表会」を開催しました ■ 「夏休み親子体験教室」を
開催しました令和元年6月17日（月）に、セラミックパーク

MINO イベントホールにて「平成30年度研究成
果発表会」を開催いたしました。
平成30年度に実施した様々な研究成果について

報告するとともに、ぎふ技術革新センター運営協
議会と共催にて「セラミックス製造工程における
環境負荷低減技術およびその材料開発」（株式会
社ノリタケカンパニーリミテド 左合澄人氏）を
テーマに基調講演を行いました。

基調講演では、食器に関する環境対策（無鉛化
の取組）や多孔質材料を用いたマイクロナノバブ
ルの発生方法とその活用事例について解説されま
した。
また、「紫外線硬化樹脂を用いたセラミックス

固化技術の開発」など、昨年度の研究成果につい
て口頭発表5件・ポスター発表4件を行いました。

精炻器研究会と当所の共催で令和元年8月4日（
日）に、小学生とその保護者を対象とした「夏休
み親子体験教室～精炻器をつくろう！～」を当
所にて開催いたしました。
精炻器研究会曽根会長から精炻器のこれまでの

歩みや基本的な加飾技法について実演を交えなが
ら解説いただいたのち、参加者は見本を参考にし
てお茶碗とお皿へのデザインを考えました。下書
きしたデザインを参考に、精器研究会のスタッフ
がサポートして、素地にデザインを施しました。

後日、施釉と焼成を行い、個性あふれる作品が
完成しました。出来上がった作品に、ご参加いた
だいた皆様は大変ご満足して、お持ち帰りいただ
きました。
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